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1. 夫婦共働きの婦人がその職業生活および家庭生活
におい てどのような状況 にあるか，

社会慣行，社会制度，

の生 活にい かなる矛盾をもたらし てい るかを明らかにし

ようとする。 大学 を卒業し て専 門職に従 事ナ る既婚婦人

を対象 とし， かかる上層 ホワイ トカラーの生 活要求 と行

動パ ターン を明確に把握し， 共゙働 き社会 ″の社会的， 都

市空 間的条 件整備 のための基礎研 究資料 にナ る。

2. 主要大 学卒業生名 簿より，有職 者，無職 者合わせ

て1000 名の既婚者を調査対象 とし て抽出し，郵送に よる

アンケート調査を行 なう。

3. 無職者の調査によって，既婚婦人 が職業 を継続し

難い職 業的特性，家庭的状況，生活空間的条件を明らか

にし よ うとナる。 有職者の調査に よって，結婚生活 と調

和し やすい職 業的条件，家 庭的条件，生活空間的条件を

明らかにする。 転職 経験，別居経験，将来の転勤予定 な

どから， ホワイ トカラーの職 業的 枠吐が現行都市の空間

条 件と結びっい てどのよ うな生活矛盾を露呈し ているか

を追求 する。
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